
カトリック鈴蘭台教会 週報 2022(令和 4)年 8月 28日 

 

今週 

1. ９月３日（土） 入門講座はお休みです。 

2. ４日（日） 教会評議会を行います。 

 

各委員会・係からのお知らせ 

1. 教会評議会より・ 

 ①9 月 18 日（日）の 40 周年記念ミサでは、週報の読み合わせはしない予定です。そのため、 

必要なお知らせ事項は、9 月 4 日（日）と 11 日（日）の週報に掲載するようお願いします。 

 ②当教会は、カトリック信徒障害見舞金制度に加入しています。教会の敷地内で、信徒・訪問 

者が事故によって身体の障害を被った場合には、通院・入院の見舞金が支給されます。事故 

にあわれた場合はできるだけ早く評議会にお知らせください。 

 

2. 社会活動委員会より・ 

①「ウクライナ危機人道支援｣緊急募金について 

8月7日8,300円、14日 18,700円の合計27,000円をカリタスジャパンに送金いたしました。 

    ご協力ありがとうございました。月の第一・第二日曜日に募金箱を設置します。これからも 

継続して皆様のご支援をよろしくお願いいたします。 

 ②９月８日（木）の第二木曜日は、炊き出し担当日です。困難な現実に直面している方々を少 

しでも力づけるため、暖かい食事をお届けします。ご協力いただける方はよろしくお願いし 

ます。あわせて、この炊き出しのための『お米一握り運動』のお米の寄贈と『炊き出し募金』 

にこれからも継続したご支援をよろしくお願いいたします。 

 

3. 婦人会より・ 

  8月 12 日（金）信徒館にて婦人会例会を行いました。出席者：各班お世話係 10名。評議会 

の報告後、聖堂の座布団選定、信徒館の備品管理、40周年記念ミサに備えての準備について話 

し合いました。詳細は婦人会ノートをご参照下さい。 

 

4. 営繕係より・ 

  9月 10 日（土）の 10時～12時ぐらいまで、9月 18日の 40周年記念ミサに向けて聖堂内と 

車庫の大掃除を行います。聖堂内は主に椅子の配置換えと普段掃除をしてない部分、車庫は庫 

内の整理と不要物の廃棄を行います。思い出に残る 40周年記念式典にするためにも皆様のご協 

力をお願い致します。 

 

5. その他・ 

① ミサ参加にあたってのお願い 

 (a) 体調不良の場合は、ミサへの参加を自粛してください。 

 (b) ミサ参加時は、マスクを着用してください。 

 (c)  入館時にはアルコールでの手指消毒をお願いします。 

 (d) 今後もコロナ感染症対策のため、ミサ中上部窓開放、下部窓より排気など換気を十分に 

行います。気候に合わせて各自自主的に対策をし、体調管理に十分ご留意ください。 

 



② 9月主日ミサ参加班分け・司式司祭 

主 日 等 参加班 司 式 司 祭 

9月 4日（日） B班 豊田貴範神父 

9月 11日（日） A＆C班 豊田貴範神父 

9月 18日（日） 班分けなし 前田万葉大司教・安旻祐神父 

9月 25日（日） A＆C班 安旻祐神父 

    A&C 班 = 鈴蘭台地区＆西神、三木、小野地区  

B班 = 北鈴蘭台地区より北神地区   

 

 

 

９月１日から１０月４日まで、「すべてのいのちを守るための月間」です。 

 

 

日本カトリック司教協議会 

「すべてのいのちを守るための月間」設置について 

月間設置にあたって 

 わたしたち司教団は、教皇フランシスコの訪日にこたえて、毎年 9 月 1日～10月 4日を

「すべてのいのちを守るための月間」と定め、今年から実施することにいたしました。おり

しも教皇は、エコロジーをテーマとした回勅『ラウダート・シ』の発表から 5年目を迎える

今年、5月 16日～24日を「ラウダート・シ週間」と定め、「地球の叫びと貧しい人々の叫

びはこれ以上待つことはできません」と、環境危機に対処するための緊急アピールを繰り返

しておられます。 

 しかし世界では今、新型コロナウイルスの感染阻止のため、まさに「すべてのいのちを守

るため」に、すべての人が闘っています。初回の「すべてのいのちを守るための月間」にお

いては、まず一人ひとりが感染防止のための努力を継続するとともに、社会活動が制限され

るなか経済的にも精神的にも困窮している人々への支援を行い、またできる範囲で環境保護

のための運動も展開していきたいと思います。ご協力をよろしくお願いいたします。 

2020年 5月 9日 

日本カトリック司教協議会 会長 

  長崎大司教 髙見 三明 

 


